2009年度　化学Ⅰ－第4問－問5
【問題】
　それぞれ2種類の化合物を含む次の溶液（a・b）がある。各溶液を分液EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ろうと),漏斗)に入れ，それぞれに適当な水溶液を加えてよく振り混ぜた後，静置することにより，含まれる化合物の一方を水層に抽出して分離することができる。このとき，溶液（a・b）に加える水溶液の組合せとして最も適当なものを，下の①～⑥のうちから一つ選べ。
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a　とを含むジエチルエーテル溶液
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b　とを含むジエチルエーテル溶液

	
	aに加える水溶液
	bに加える水溶液

	①
	炭酸水素ナトリウム水溶液
	希塩酸

	②
	炭酸水素ナトリウム水溶液
	水酸化ナトリウム水溶液

	③
	希塩酸
	水酸化ナトリウム水溶液

	④
	希塩酸
	炭酸水素ナトリウム水溶液

	⑤
	水酸化ナトリウム水溶液
	炭酸水素ナトリウム水溶液

	⑥
	水酸化ナトリウム水溶液
	希塩酸


【正解】

⑥
【解説】

　芳香族化合物は，分子の状態では水に溶けにくくエーテルに溶けます。塩の状態なら水に溶けて，エーテルには溶けにくくなります。

a　フェノールC6H5OHは弱い酸で，トルエンC6H5CH3は中性物質です。中性物質を塩にすることは出来ないので，フェノールを塩にすることで分離します。選択肢の中で水酸化ナトリウム水溶液が塩基の水溶液なので，中和反応によりフェノールが塩になります。

　　　C6H5OH　＋　NaOH　→　C6H5ONa　＋　H2O
　炭酸水素ナトリウムNaHCO3は弱酸の塩なので，炭酸よりも強い酸に遊離され，その代わりに強い酸は塩になります。つまり，カルボン酸R－COOHなどは炭酸水素ナトリウムと反応して塩になります。しかし，フェノール類は炭酸よりも弱い酸なので，炭酸水素ナトリウムと反応して塩になることが出来ません。

　　　（反応する）R－COOH　＋　NaHCO3　→　R－COONa　＋　H2O　＋　CO2
　　　（反応しない）C6H5OH　＋　NaHCO3　→　C6H5ONa　＋　H2O　＋　CO2
b　アニリンC6H5NH2は弱い塩基で，ニトロベンゼンC6H5NO2は中性物質です。中性物質を塩にすることは出来ないので，アニリンを塩にすることで分離します。選択肢の中で希塩酸が酸の水溶液なので，中和反応によりアニリンが塩になります。
　　　C6H5NH2　＋　HCl　→　C6H5NH3Cl
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